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その結果、低温用重合開始剤である 2 ，2'-azobis (2 ,4-dimethyl-4-methoxyvaleronitrile) (V -70) が緩和な条件で有
効に働く優れたラジカル開始剤であることを見出し、光反応の使用を回避したブロモマロノニトリルのラジカル付加
反応を開発した。この V-70には二つのジアステレオマーが存在し、これら異性体聞の活性の違いについても明らかに
した。これらの反応を利用して、 TNP-351などの基本骨格であるピロロ [2 ，3-d] ピリミジン環の実用的で高効率的な













佐野君は、これらの合成中間体の高効率的な合成について研究し、低温重合開始剤 2，2'-azobis (2 ,4-dimethyl-4-
methoxy) valeronitrile (V -70) が、低温下で優れたラジカル反応開始剤になる事を見出し、これを利用してピロロ [2 ，
3-d] ピリミジン誘導体の実用的な合成法を確立した。
続いて、爆発の危険性の高いアジ化アルミニウムを用いないで、酢酸中でニトリルとアジ化ナトリウムを反応させ
て、テトラゾール環を有するピリド [1 ，2-a] ピリミジンの大量で安全な合成法を見出し、抗端息薬 pemirolast の工業
的合成法を確立した。また、 α一アミノシアノ酢酸メチルから効率の良いアミノピラジン体の合成法を見出し、慢性腎
炎治療薬として期待されている OPC-15161の鍵中間体や類縁体の簡易合成法を確立した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
